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１．はじめに 

 大規模地震による被災事例をもとに，その原因を評価

する上で，当該地点の地震動を精度良く推定することは

非常に重要 1)である．例えば，道路盛土や河川堤防のよ

うな線状の土構造物では，被災・無被災箇所が混在する

事例が多く，各地点における地震動の評価が必要となる．

しかしながら線状構造物では，地盤震動の特性(サイト特

性)や地震危険度の特性(対象地点と活断層の位置関係)

がそれぞれ地点ごとに異なってくる．この点に関して，

著者ほか 2),3)は，道路盛土・河川堤防の地点毎にこれら

の特性を考慮した地震動を推定する手法を検討している． 
 一方で，2016 年熊本地震の前震・本震の強震動の作用

によって震源域に位置する緑川(図-1 参照)などの河川

堤防に深刻な被害が発生 4)した．その被災・無被災箇所

は混在しており，当該箇所に作用した前震時および本震

時に作用した地震動を推定することは非常に重要である． 
 本稿では，今後の地震動推定のための基礎的検討とし

て，緑川堤防沿いの地震観測点(図-2 参照)におけるサイ

ト増幅特性を評価した結果について報告する． 
２．下仲間での臨時余震観測の実施 

図-2 に示すように，緑川堤防沿いには，MLIT 熊本，

嘉島町役場，御船 IC，御船町役場と五つの既存強震観測

点が概ね一定の距離間隔を伴って位置しているものの，

MLIT 熊本と嘉島町役場の間は比較的長距離を有してい

ることが読み取れる．さらに，図-3 は緑川堤防沿いの地

質区分 5)であるが，一様な地質であるとは言い難く，サ

イト特性の差異が示唆される．緑川堤防沿いでの地震動

を一定の精度で推定するためには，サイト特性を一定の

精度で評価する必要，すなわち MLIT 熊本と嘉島町役場

の間における地震観測点の存在が理想的であると言える． 
そこで本研究では，MLIT熊本と嘉島町役場の中間付近

で緑川堤防沿いにある嘉島町下仲間において臨時余震観

測を実施した．観測期間は，2016年8月25日～9月1日であ

る．なお，地震計は一体型微動探査兼地震計機器6)を採

用し，サンプリング周波数は100Hzとした．観測方向は，

N-S, E-W, U-D方向の計三成分であり，トリガー加速度レ

ベルは設定せず常時観測を継続するシステム7)とした． 

３．サイト増幅特性の評価 

図-4 は，評価したサイト増幅特性(地震基盤～地表)を

地震観測点ごとに示す．MLIT 熊本 8)，嘉島町役場 7)，御

船 IC9)，御船町役場 7)については，既存のものを援用し

た．一方で，嘉島町下仲間でのサイト増幅特性の評価方

法としては，スペクトル比に基づく方法を採用した．具

体的には，まず，現・K-NET 熊本と臨時観測点で同時に

得られた余震記録を対象に，両地点の距離の違いによる

補正 10),11)を考慮したフーリエスペクトルの比率(臨時観

測点／現・K-NET 熊本)を観測余震ごとにそれぞれ計算

し，この比率(観測余震数に応じたスペクトル比の平均)

を現・K-NET 熊本における既存のサイト増幅特性 12)に掛

け合わせることによって，地震基盤～地表相当のサイト 
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図-1 2016 年熊本地震の震源域に位置する緑川堤防 

 

増幅特性を評価した． 

図-4 に示すとおり，地震観測点ごとにサイト増幅特性

の特徴が大きく異なっていることが読み取れる．この差

異は，2016 年熊本地震の前震時ならびに本震時に緑川堤

防沿いに作用した地震動の特徴に大きな差異があった可

能性が高いことを示唆するものである． 
４．まとめ 
 本稿では，2016 年熊本地震による強震動の作用によっ

て被災した緑川堤防沿いの既存／臨時地震観測点(計五

地点)相当でのサイト増幅特性を評価した．今後は，サイ

ト増幅特性を考慮した強震動シミュレーションを実施し，

2016 年熊本地震時に緑川堤防の被災・無被災箇所に作用

した地震動をそれぞれ推定していく予定である． 
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図-2 緑川堤防沿いの既存強震観測点の分布，および嘉島町下仲間に設けた臨時余震観測点 
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図-3 本研究で対象とする緑川堤防沿いにおける地質区分（(国研)産業技術総合研究所地質図 5)に一部加筆） 
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